
 

 

【別紙様式】 

令和５年度教育指導の重点及び学校経営計画  

学校番号  学  校  名 

5809 
飛 騨 高 山 高 等 学 校  

定 時 制  

学校教育目標  

１ 「快活」「友愛」「創造」を校訓とし、心身ともに健やかで、より豊かな人間性と「生きる力」を備えた生徒の育成を目指す。 

２ 社会への貢献や地域の発展に寄与できる人材育成を目指し、社会人としての一般教養を身につけさせるとともに、創造性に

あふれ、明朗快活で心豊かな人間性を養う。  

ス ク ー ル ・  

ポ リ シ ー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 

グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ）  

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 

カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ） 

『 ど ん な 生 徒 を 待 っ て い る か 』 

ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ Ａ Ｐ ） 

・豊かな思考力と適切な判断力を身に付け、課

題解決のため周囲と協働できる生徒  

・互いの人格を尊重し、意見を交流しながら、

自らの役割と責任感を果たせる生徒  

・郷土を愛し、地域の発展のために、地域や社

会の構成員として貢献できる生徒  

・課題の発見、解決能力を伸長するための「主体的

・対話的で深い学び」・「探究的な学び」の推進  

・ＩＣＴを積極活用した教科指導・探究的な学びで

の、コミュニケーション能力と情報発信力の育成  

・生徒の個性や長所、自己肯定感を伸長するための

カリキュラム編成と個に応じた細やかな指導の実施 

・向上心と、多様性を尊重する姿勢を持ち、周囲と協働し

ながら主体的に学ぶ意欲を持つ生徒  

・自らの目標や希望を実現するために、主体的に学ぶ意欲

のある生徒  

・生徒会活動や学校行事などに自主的、主体的に参加し、

より良い学校や人間関係を築いていく意欲のある生徒  

教育指導の重点  

（今年度の具体的な重点目標）  
重点目標の達成に必要な具体的取組、方策 

達成度の判断、判定基準   

あるいは評価指標  

１  学習指導  

①  基礎基本を大切にして、社会人として

必要な一般教養を身に付けさせます。  

②  主体的な学びへとつながる「わかる授

業」を推進するとともに、個に応じた

支援を充実させます。  

①  プリント教材や ICT の活用等による視覚に訴える教材を活用し、生徒が「わかっ

た」「できた」を実感できる授業づくりに努めます。  

②  対話を大切にした、主体的な学びを推進するとともに、授業規律の確立に努めます。 

③  習熟度別授業やティームティーチングなどを取り入れ、特別支援教育支援員とも

連携して、個別の支援を重視した授業実践に努めます。  

❶  生徒及び保護者を対象とするアン

ケート    

❷  生徒による授業評価アンケート  

 

❸  定期考査ごとの各科目の平均点及

び得点分布  

２  生徒指導  

①  あらゆる学習活動及び特別活動を通し

て、生徒の主体性を育み、自己肯定感

を高めるように努めます。  

②  自他の人格と生命を尊重し、健全な人

間関係を築かせるとともに、社会性の

育成に努めます。  

①  全職員による多面的な生徒理解に努め、個性を尊重するとともに、各種講話や授業

を通じて規範意識の向上を促します。  

②  学校行事・部活動・生徒会活動の活性化を図り、生徒が主体的に活動できる場の提

供に努めます。  

③  すべての教師があらゆる機会をとらえて生徒一人一人を理解し、生徒の日常の僅

かな変化を捉え、積極的な教育相談に努めるとともに、いじめの早期発見・早期

対応につなげます。  

❶  生徒及び保護者を対象とするアン

ケート  

❷  学校行事・生徒会活動の振り返り・

部活動加入者数及び活動状況・大会

成績  

❸  いじめ実態調査等による状況観察  

３  進路指導  

①  望ましい勤労観・職業観を身に付けさ

せて、社会的自立を目指します。  

②  能力・適性及び多様な可能性を理解さ

せて、卒業後の進路実現を目指します。 

①  発達段階に応じて、外部講師や地域人材を活用した進路ガイダンスを実施するとと

もに、関係機関と連携して在学中の就労を支援します。  

②  育友会や教育振興会と連携を図り、職場訪問・インターンシップ等を通じて、就労

の意義を理解させ、社会的自立を促します。  

③  三者懇談や個別面談等を通して、自己の能力・適性や可能性を確認するとともに、

適時に進路情報を提供します。  

❶  生徒及び保護者を対象とするアン

ケート・各種講話の振り返り  

 

❷  進路希望調査、就労調査  

❸  進路先決定状況  

 

４  働 き 方 改 革 の 推 進  

①  時間外勤務の解消を目指します。  

①  勤務時間管理を徹底し、教員間の業務量の平準化を行います。  ❶  勤務時間管理簿の確認  


